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第３章 建設コンサルタントの役割とその多様化 

 

 

 

 

2021 年度より活動を続ける「新しい生活様式の道路空間 WG」では、“道路空間の新しい使い方“に関す
るパンフレットと提言を作成しました。 

 
同WGは、これまでに３年間の活動成果として、パンフレット 「Meet on the Street ～建設コンサルタン

トが考える道路空間のつかいかた～」を作成し、2022 年 11 月 11 日に大阪心斎橋 PARCO で開催された
「ほこみちインスパイアフォーラム 2022」等で配布、その普及活動を展開してきました。今回は、そこから更に進め
て、パンフレットで提示した “道路空間の新しい使い方” を実践するために必要となる取り組みを「提言」 として
取りまとめました。 
今後は、これをブラッシュアップして、国土交通省道路局に提言を手交する予定です（2023 年 5 月末日 

現在）。 
“道路空間の新しい使い方”の実現・推進・持続のための７つの提言は、「ほこみち」の新たな可能性を誘発

し、“みち”を“ひと”に還す取り組みを、更に前進させるきっかけになるものと期待されます。道路管理者と利用者
を結ぶ、建設コンサルタントが担うべき役割を具現化した「提言」となりますよう、同 WG は更に活動を続けて参
ります。 

 
 
 
 
 
 
 

 
             

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「道路空間の新しい使い方 パンフレット＆提言」を作成！ 

 「Meet on the Street」 パンフレット 

７つの提言  ～ 道路空間の新しい使い方 ～ 
 実現 「道路で楽しむ・食べる・憩う」 

• 試行期間による実績づくりと安全性・効果の検証 
• 利用者の発想に柔軟に対応するツールづくりへの支援 
• 道路空間の柔軟な運用を可能とする仕組みづくり 
 推進 「多様なモビリティの活用」 

• 新しいモビリティを活用するための仕組みづくり 
• 新しいモビリティ活用を推進する方策の実施 
 持続 「新たな評価方法と推進を支援する仕組みづくり」 

• 道路空間活用による効果を定量的・定性的に評価する
仕組みづくり 

• 組織の構築、事業を推進するシステム構築を支援する仕
組みの整備 
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